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〈編集後記〉
平成10年3月より 「低温 セソターだより」の編集委員をさせていただいてお ります。 これまでに編集
作業 に携 わって感 じたことを徒 然に書かせていただ きます。「低温セ ソターだより」では文字通 り 「低
温ゴ をキーワー ドに した物性、材料関係の論文が多 く、私個人 として も非常に興味深 く読 ませて頂いて
お ります。また、阪大オ リジナル ということで、現在、阪大で行われているホ ットな研究 を比較的平易
に解説 して頂いてお り、普段交流の少ない学部や学科の先生方の研究が幅広い方々に ご紹介で きるのが
最 も大きなメ リッ トではないで しょうか。本号で も有機超伝導体を単なる伝導体と してで なく"分 子"
ぴと主眼をおき分子運動の面か ら物性研究にアプローチされた仕事や、我 々の身近 な"氷"の 物性から惑
星の成 り立ちを解明する試みなど非常にユニークな低温研究の紹介がなされております。また、技術 ノー
トでは高圧下でのNMRが 簡便 に測定で きるプローブの紹介があ りま した。 これ も低温高圧下で②物性
研究に役に立つツールではないで しょうか。
さて、低温センターは、液体ヘ リウムや液体窒素を用いた正真正銘の低温物性研究に大 きく貢献 して
いることは誰 もが認め るところです。 しか し、これ以外 でも超伝導磁石 を使 うNMRの よ うに低温技術
を駆使 した最先端測定機器が普及 してきた現在、"正真正銘"の 低温物性研究 とは分野 を異にする研究
室の方で も寒剤の使用は避けて通れない状況になりつつあ ります。 このよ うなユーザーが増 えると寒剤
供給 ・装置維持 とい う意味でますます低温セソターの存在価埴は増 してい くものと思 います。編集委員
としては もちろんですが、エンドユーザーのひとりとして もこの 「低温 センターだより」 が皆様 の低温
センターへのご理解 と運営維持 に貢献できることを願 って止み ません。
(上田 貴洋)
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